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六
月
の
メ
モ

　
一
日
気
蒙
聾
営

　
　
　
電
波
の
日

　
　
　
第
八
回
水
道
週
間

　
　
　
　
　
（
百
～
七
日
）

　
四
日
歯
の
衛
生
週
間

　
　
　
　
　
（
四
日
～
古
）

　
七
日
計
量
記
念
日
・

　
＋
日
時
の
記
念
臼

＋
一
日
入
梅

二
十
二
日
夏
至

南小

校
地
拡
張
な
ど
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
第
三
回
臨
時
議
会
i

　
㎜

　
　
昭
和
四
十
一
年
範
一
面
臨
蒔
畿
会
は
五
月
十
二
臼
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
役
場
髄
饗
轟
に
開
催
さ
れ
　
硝

　
　
ま
し
た
。
南
小
学
校
の
稼
地
拡
張
、
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
一
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
慎
　
確

　
　
量
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
な
も
の
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
　
　
“

、

　
南
小
学
校
々
地
の
買
収
　
　
　
一
　
り
ま
し
た
。
ス
黙
L
ツ
の
発
展
と
児
童
　
　
県
道
改
良
工
事
費
地
元
負
担
金
の
承

　
南
小
学
校
々
地
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
体
位
向
上
を
は
か
る
た
め
、
運
動
場
認

の
増
加
と
と
も
に
校
地
を
拡
張
し
て
ま
の
整
備
拡
張
を
い
た
す
べ
く
須
賀
広
、
　
　
江
南
村
地
内
の
興
道
改
艮
お
よ
び
舗

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
幼
稚
園
開
由
ロ
田
正
次
氏
よ
り
一
、
三
五
八
平
万
癖
装
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、
地
元
負
揖

設
に
よ
る
設
備
を
行
な
っ
た
た
め
、
小
を
買
い
受
け
る
こ
と
に
き
め
た
も
の
で
金
と
し
て
一
九
九
万
円
、
塒
王
県
へ
寄

学
校
と
し
て
の
運
動
場
が
狭
あ
い
と
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
税
条
例
の
臼
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
部
簡
易
水
道
配

附
の
申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
を
き
め
た

も
の
で
す
。

改
良
工
峯
費

熊
谷
－
小
川
秩
父
線
　
二
〇
万
円

　
　
　
御
正
薪
田
地
内

蜜
田
ー
熊
谷
線
　
　
　
二
〇
方
円

　
　
　
成
沢
地
内

墾
薪
設
工
事
費

富
田
－
熊
谷
線
　
　
一
二
〇
万
円

　
　
　
御
正
新
田
地
内

防
塵
舗
装
工
事
費

　
富
田
ー
熊
谷
線
　
　
　
三
九
万
円

　
　
　
三
禾
地
内

村触囎灘隠ぷ
　　　　　　　　（単位円）

斎（失婦・子供3人）の場合

　　前年度　本年度　増減額
養額90・000玉00，00010，000
〃　　　一　809000　80，000

〃1獺0翻0△50・000
　　220，000　260，000　　40，000

標準世帯（失婦

　　　　　前‘
基礎控除額　90、

配偶者　〃

扶養〃飼
　　計　　　220

他に専従者がある場合

建糠噸8・・。・・1。・・…2・・…

皇色藤従叢5ρ・…60・・O・1・・…

灘i禦縄蜜雫譲鷺欝雑礁
せん

免税点220，000240，00020DOOO

協和プレ

ス
工
業
株
式
会
社
に
工
業

振
興
条
例
に
よ
る
奨
励
金
四
一
万
六
千

円
、
南
部
水
道
繰
出
金
四
五
万
円
、
御

花
堰
田
掘
蕗
土
地
改
良
区
補
助
金
二
五

万
円
、
県
道
改
良
工
事
費
地
元
負
担
金

U
九
九
万
円
、
南
小
学
校
校
地
拡
張
費

六八

万
五
千
円
、
計
コ
モ
九
万
一
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
八
、
二
一
三
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
度
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
南
部
）

　
一
般
会
計
か
色
四
五
万
円
を
繰
り
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
民
税
な
ど
各
種
控
除
を
引
き
上
げ
る

　
　
水
池
用
地
を
取
得

　
　
南
部
水
道
低
区
配
　
　
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
村

　
水
池
用
地
は
・
大
字
の
税
条
例
を
改
正
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
ま
す
の
で
、
課
税
標
灘
額
を
引
き
上
壮

油
　
成
沢
よ
り
借
り
受
け
◎
こ
と
し
の
村
民
税
由
告
は
、
さ
る
礁
年
度
に
対
し
宅
地
に
つ
い
て
は
一
。

◎
軽
膚
動
車
税
の
減
免
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
簡
年
度
幽
般
会
計
補
正
予
れ
、
低
区
配
水
陥
用
地
買
収
費
に
あ
て

映
・
腰
に
障
害
が
あ
る
か
た
の
使
用
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
で
す
。

す
る
軽
自
動
車
の
税
金
は
免
除
に
な
り

ま

継
プ
レ
ス
繋
甕
倉
箋
励
　
夫
婦
で
月
｝
万
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
法
の
改
正

江
南
村
工
業
振
興
条
例
の
規
定
に
よ

っ
て
、
協
和
プ
レ
ス
工
業
株
式
会
社
に
、
圃
罠
皆
年
金
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
昭
和
従
事
す
る
人
々
も
官
庁
、
会
祉
な
ど
の

．
　
行
．
政
相
談
委
員
新
任

　
行
政
管
理
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
み
な
登
記
、
国
税
、
国
民
年
金
、
健
康
保
険

さ
ん
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
お
り
ま
し
生
活
保
護
、
環
境
衛
生
、
農
地
、
陸
運

た笠

原
寿
郎
氏
が
、
こ
の
た
び
任
期
満
郵
便
、
道
路
、
河
川
、
公
警
、
そ
の
他

了
に
よ
り
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
一
般
の
こ
と
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と

，
後
任
と
し
て
大
字
三
本
六
八
四
番
地
は
気
が
る
に
お
串
し
出
く
だ
さ
い
。

長
谷
川
喜
三
郎
氏
が
新
伍
さ
れ
ま
し
た
◎
　
申
し
冊
の
万
法
は
ど
う
す
る
の
か

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
相
談
委
働
の
お
宅
へ
う
か
が
う
か
、

◎
行
政
相
談
と
は
、
国
民
の
た
め
に
手
紙
で
も
結
構
で
す
。

行
政
の
罠
主
化
と
能
率
化
を
は
か
る
大
◎
甲
し
出
た
こ
と
は
ど
ん
な
扱
い
が

き
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
新
し
い
制
度
　
　
な
さ
れ
る
か
。

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
内
容
を
よ
く
お
き
き
し
て
、
親
身
に

◎
ど
ん
な
こ
と
を
相
談
す
る
の
か
。
　
お
世
話
す
る
の
が
委
鼠
と
行
政
藍
察
局

　
相
談
の
対
象
は
、
役
所
の
仕
事
に
対
の
役
目
で
す
。

し
て
あ
な
た
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
　
（
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し

こ
と
、
た
と
え
ば
恩
給
、
遺
族
年
金
、
　
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
毒
舞
書
て
奮
婁
付
叢
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
・
　
　
　
季
が
＋
穿
辱
る
ま
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
障
憲
釜
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
低
年
額
穴
万
円
（
二
万
四
千
円
）
　
　
福
祉
年
金
は
、
拠
出
制
国
民
年
金
が

圃
朔
纒
嚢
糠
謙
辮
藻
鱗
擁
薩
鎌
越
灘
鑓
嘩
磁
騰
罐
灘
雛
罐
籔
譲
…
灘
灘
襲
禦
響
蹴
叢
搬
灘
…

眈
農
茎
と
に
決
蒙
改
正
さ
れ
、
霧
限
奮

嚥
定
い
嚢
匙
．
て
も
各
種
の
控
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
㎜

買
　
　
面
積
は
一
、
〇
七
に
な
り
ま
し
た
。

嬰
叢
、
舞
◎
、
羅
毯
難
麩
2

（
　
四
〇
万
円
で
す
。
今
　
ぴ
て
免
税
点
の
引
き
上
げ

　
後
水
道
財
産
と
し
て
　
　
土
地
　
　
二
万
四
千
円
が
八
万
円
に
㎜

　
使
用
す
る
こ
と
に
な
　
　
家
屋
　
　
三
万
円
が
五
万
円
に

　
り
ま
し
た
。
　
　
　
、
　
償
却
資
産
十
五
万
円
が
三
〇
万
円
に
㎜

第
二
十
二
回
国
民
体
育
大
会
、
い
い
と
迫
っ
て
、
い
よ
い
よ
他
人
む
と
で
は

か
え
れ
ば
わ
が
撞
玉
国
体
は
、
昭
和
四
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
に
上
は
の
運
動
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
「
埼
玉
国

十
二
年
九
月
、
十
月
県
内
二
十
八
会
場
大
学
、
実
業
団
等
を
は
じ
め
中
、
小
学
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
」
今
日
か
ら

で
壮
烈
な
若
入
の
祭
典
が
繰
り
ひ
ろ
げ
校
に
い
た
る
ま
で
い
っ
せ
い
に
埼
玉
国
大
い
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

ら
れ
ま
す
。
来
年
十
月
と
い
え
ば
ま
だ
体
を
迎
え
る
進
備
に
忙
し
い
毎
日
で
す
い
ま
す
。

一
年
四
カ
月
も
間
が
あ
る
と
思
い
が
ち
　
体
育
、
競
技
が
い
か
に
若
人
に
と
っ
　
な
お
推
進
本
部
の
重
点
畢
項
と
し
て

で
す
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
他
入
ご
て
心
身
鍛
練
の
効
果
を
あ
げ
得
る
か
は
ー
、
親
切
に
す
る
運
動

と
に
考
え
た
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
こ
こ
で
い
ゑ
ま
で
も
な
い
が
、
去
年
の
2
、
村
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

か
、
い
ま
ま
で
二
十
回
に
わ
た
っ
て
開
東
京
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
、
あ
る
い
は
本
年
3
、
花
で
が
ざ
る
運
動

催
し
た
府
県
の
例
を
見
て
も
、
ま
た
二
冬
季
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
連
想
し
4
、
楽
し
く
買
物
が
で
き
る
運
動

十
二
回
大
会
を
埼
玉
で
開
催
す
る
と
き
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
全
身
の
躍
動
5
、
事
敵
を
な
く
す
運
動

ま
っ
た
、
そ
の
後
の
本
県
の
状
況
か
ら
す
る
を
覚
え
る
ほ
ど
、
健
全
な
身
体
を
6
、
ス
ポ
L
ッ
を
楽
し
む
運
動

み
て
も
、
す
で
に
国
体
プ
ー
ム
は
い
や
望
む
意
欲
に
は
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
7
、
み
ん
な
で
う
た
う
違
動

が
上
に
も
燃
え
あ
が
っ
て
、
卜
麗
市
に
　
国
体
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
県
に
8
、
郷
土
を
知
る
運
動

は
国
体
主
競
稜
湯
の
完
成
間
近
く
、
ま
国
体
推
進
本
部
を
お
き
、
本
村
に
は
五
　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
｝

た
他
の
二
＋
数
会
場
は
施
設
の
ほ
ぽ
完
＋
余
名
に
お
よ
ぶ
国
体
県
民
運
動
推
進
村
ぐ
る
み
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
た
㎜

成
を
み
て
、
い
ま
や
お
そ
し
の
感
が
み
禺
が
委
嘱
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
着
々
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
．

な
ぎ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
・
　
　
　
県
の
運
動
に
参
加
し
て
行
く
こ
と
に
な
い
ま
か
ら
心
が
け
て
行
か
れ
る
よ
う
望
、

埼玉

国
体
間
近
し
の
感
は
ひ
し
ひ
し
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

埼
玉
国
体
間
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
村
長
杉
田
武
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
皆
さ
ん
に
も
、
い
っ
せ
い
に
こ

一埼玉国体競技会場予定噸覧一

　りぬ

£　　　，　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　駒レ会掲は茨櫨県土滴市

　　　　　　　　　　　　　　　9　　本庄寮　　　　　　　　・

羽生宙

ザオワイしロ

協製

雛
8
陥
宙

～慧蹄
灘団塵

岩搬市

式
■
捻
姪

会
勉

閉
上

冊
箆
体粟松．布騨

大宮宙

一
9‘スケ，伊ホリル
ラ7ピr一ツッ恥鎚

唖剛鋤球軟式

上尾市

ソ’7卜、梶rル

　
お

　
舳印

壕
　
町

　
　
　
居

　
　
　
寄

越谷市

ントン9
こレκ

鵬1越市

箪硬式，殊

∂‘レ｝潔暢

7一ンかング

岬
ル
球

ヵ
一
瓢

7
潔
式

サ
．
ぴ
軟

徽
ン
耽

毘
（
輯

幽確
』　　　　　　　澗和市

横　撫

　
市

　
口

鴎
繭

庶潔ヴ弔，剛撃

軸働師

一ホξ劇ホ母・庭球

一蝋式，隙

　
　－

響
　
新

クレー射繋』躁》所沢市

…
も
雛
ね
奮
遜
向
一
、
菱
．
　
顛
舞
窪
金
で
、
習

署
図
ぞ
蓋
登
万
塁
震
董
ハ
万
円
（
一
甚
千
円
）
縫
嶺
と
固
じ
霧
、
炎
、
配

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
と
子
二
人
の
場
合
で
す
）
　
　
　
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額

｝
題
誘
難
誌
蕎
㏄
講
讐
響
韓
舗
霧
羅
・

論
懸
で
す
の
遷
の
要
点
を
藩
萎
（
馨
は
二
芽
）
に
一
、
零
墾
。

箭
知
亀
健
集
す
　
　
季
る
ま
菱
給
．
　
　
年
額
芳
八
孟

ス
）
内
鏡
藷
用
の
も
の
．
　
輩
髪
金
　
　
　
　
（
芳
至
含
円
）

一
拠
掌
金
　
　
攣
年
金
と
同
じ
．
　
宅
老
楚
日
霧
婁

　
　
　
（
保
険
料
を
か
け
る
年
金
）
　
○
姉
ま
た
は
祖
母
が
十
八
才
宋
満
の
弟
給
。

＝
、
零
年
金
　
　
妹
ま
た
は
蒙
零
い
馨
、
一
、
讐
福
馨

㎜
　
二
十
五
年
か
け
た
人
年
額
六
万
円
そ
の
姉
ま
た
は
祖
母
冗
支
給
。
　
　
　
　
年
額
　
二
万
六
千
四
百
円

｛
　
　
（
謡
千
円
ご
、
箆
年
金
　
　
　
　
　
（
芳
四
千
円
）

…
・
四
＋
年
か
庭
人
（
監
諺
謬
霧
鰐
範
以
霧
鯉
襲

㎜
〇
六
十
五
才
に
達
し
た
目
の
翌
月
か
ら
上
の
姉
ま
た
は
祖
母
の
い
な
い
場
合
、
　
　
年
額
二
万
四
百
円
（
一
万
八
千
円
）

　大滝栂

グ
一

ン
ヶ

ス
7

B
ホ

rたばこ」は村内で買いましよう

　皆さんが毎日たしなんでおられるrたばこ』に
は税金がかかっていますが、どのような仕組みに
なっているか、またその税金はどんな方法で皆さ
んのところへ還元されているのかお知らせいたし
ます。　　　　　　　の

　「たばこ」の平均価額は1本当り2円93銭2厘
ですから、かりにある小売店で20本不れのたばこ
を1コ買いますと、
　　市町村たばこ消費税
　　（2円93銭2團×2・本）×i誌一8円8。銭

　　都道府県たばこ消費税
　　　　　　　　　　　　　9　　（2円93銭2厘×20本）×価＝5円28銭

が買ったところの市や町や村および県に入ってま
いります。ですから、・愛煙家みなさんが心がけて
1村の店で「たばこ」を買っていただければ、それ
だけ多くの消費税がわたくしたちの村に入ってま
いります。そして住みよい村にするための資金と
して利用されるわけです。

O
拠
出
制
に
同
じ
。

　
　
支
給
の
緩
和

　
村
襲
税
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
に
応
じ
て
、
所
得
制
限
の
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

一
、
本
人
所
場
隈

　
　
二
十
四
万
円
（
二
十
二
万
円
）

一
、
配
偶
者
震
揃
限

暴
養
親
族
の
数
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま

す
が
、
一
人
の
場
合
。

　
　
二
十
四
万
六
千
五
百
円

　
　
　
（
一
，
一
十
二
万
七
千
八
百
円
）

一
、
狭
養
義
務
者
所
得
制
限
．

0
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
。

　
　
七
十
万
円
（
六
十
一
万
九
千
円
）

り
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、

、、

（2）第39号んな

レ

空
ぎ
の
農
薬
散
布
を
』
’

　
　
　
　
　
第
脚
回
七
月
中
旬
に
実
施

　
前
年
は
全
岡
的
な
異
状
気
象
に
よ
り

病
署
虫
が
多
潴
し
た
た
め
、
稲
作
を
は
実
施
地
域
　
江
南
村
金
城

じ
め
大
被
警
を
受
け
た
経
験
に
か
ん
が
便
用
部
剤
バ
イ
ジ
ッ
ト
水
銀
粉
剤

み
、
本
年
は
こ
の
大
被
害
を
未
然
に
防
　
　
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
。
五
キ
ロ

止
す
る
た
め
村
、
農
協
、
農
業
委
員
会
散
布
時
聞

・
農
業
共
済
組
禽
各
団
体
華
心
に
空
中
　
　
午
前
五
時
よ
り
十
時
ま
で
曹

防
除
を
実
塵
9
る
こ
と
に
決
定
し
、
江
◎
裂
甲
敵
布
の
技
術
的
効
果

軸
つこ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
が
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識

第
面
◎
諾
警
の
経
薩
　
　
，
を
知

　
　
脚
い
紹
薇
叙
融
響
鰭
見
山

　
　
施
で
き
る
こ
と
が
磐
嘉
蕪
で
、
発
正

　
　
聖
轄
と
綾
し
て
雰
の
咳
下
期

　
．
響
齪
彫
耀
㎞
綿
都
幾
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼

　
　
ヒ
朦
機
で
は
纂
し
得
な
い
よ
う
な
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃

　
　
こ
れ
ら
の
利
点
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
τ

が
可
能
で
す
。

◎
水
稲
病
警
虫
の
効
果
衡
類

い
も
ち
病
、
ウ
ン
カ
ヨ
コ
バ
イ
類
、

ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
、
イ
ネ
ク
ロ
カ
メ

ム
シ
、
そ
の
他

南
村
塑
市
防
除
推
進
協
畿
会
を
結
成
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
塑
市
散
ま
。
た
、
一
括
購
入
が
で
き
ま
す
か
ら
割

た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
は
、
技
術
的
に
次
の
よ
．
つ
な
特
性
を
安
と
な
妙
、
低
湿
地
、
傾
斜
地
な
ど
地

つ
い
て
は
こ
の
防
除
計
圃
を
お
知
ら
も
っ
て
い
ま
す
。

せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
主
ロ
ー
タ
ー
（
場
所
に
も
、
十
分
な
散
禰
が
で
き
ま
す

実
施
万
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ペ
ラ
）
よ
り
強
い
押
し
下
げ
気
流
3
、
高
価
な
機
械
費
交
出
を
要
し
な
い

ヘ
リ
コ
プ
タ
ト
に
よ
る
空
中
防
除
　
・
に
よ
り
、
薬
剤
が
作
物
に
吹
き
つ
け
ら

実
施
期
日
（
予
定
）
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
か
ら
、
付
着
を
よ
く
し
高
い
防
に
よ
る
空
中
防
除
は
、
地
上
散
布
な
み

七
月
十
日
巡
七
月
十
三
日
第
一
回
除
効
菓
が
え
ら
れ
ま
す
。

八
月
二
十
二
日
～
八
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
せ
い
に
防
除
す
る
た
め
、
広
瀞
地
域
◎
村
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
た
っ
て
病
害
虫
の
防
止
が
で
き
ま

　伊▽『

一灘難

醗離

雛
難
舞

検診を受ける人たち

ガ
ン
は
働
き
盛
り
の
臼
本
人
が
五
分
の
で
す
。

間
に
一
人
の
割
合
で
死
亡
し
て
お
り
ま
　
そ
こ
で
、
誰
も
が
気
楽
に
受
け
ら
れ

し

て
、
大
き
な
社
会
闇
題
と
な
っ
て
き
る
簡
易
で
精
度
の
高
い
、
撰
団
検
診

ま
し
た
。
昔
は
、
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
れ
が
考
え
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
ッ

ば
助
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
代
ク
ス
線
間
接
撮
影
が
お
も
で
す
。
胃
を

犬
を
飼
つ
て

い
る
か
た
へ

◎
犬
は
つ
な
い
で
く
だ
さ
い

飼
い
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
県
内

医
学
の
進
歩
に
よ
り
今
で
は
治
る
病
気
か
ら
に
し
て
バ
リ
ウ
ム
と
い
呂
7
液
全
域
に
〃
犬
の
け
い
留
発
令
”
が
告
示

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
を
飲
み
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
は
か
ら
だ
の
ど
の
部
分
を
も
侵
四
枚
～
六
枚
撮
影
し
ま
す
。
撮
影
時
聞
　
　
こ
れ
は
、
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い

し
ま
す
が
、
わ
が
国
の
特
徴
は
、
そ
の
は
一
人
三
分
～
五
分
で
す
。
こ
う
し
て
る
と
、
弛
人
が
迷
わ
く
を
し
た
り
、
か

半
分
は
胃
ガ
ン
で
あ
る
こ
と
で
す
。
胃
胃
の
異
常
を
発
見
し
確
定
診
断
に
ま
わ
み
つ
か
れ
た
り
、
ま
た
人
と
動
物
が
同

多
は
皐
期
に
発
見
し
阜
期
に
治
療
し
す
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ば
い
き
ん
類
に
よ
っ
て
お
乙
る
伝
染

さ
λ
す
れ
ば
完
全
に
治
癒
が
期
待
で
き
　
前
に
も
欝
き
ま
し
た
が
胃
ガ
ン
の
早
病
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
デ
ス
テ
ン
パ
ー

駕巌
ま

、
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
か
あ
倭
華
嘉
軽
伝
澤
舞
る
性
質
が
あ
り
ま
琢
ラ
、
プ
、
屡
ス
、
ク
ワ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ガ
ン
は
見
つ
か
り
に
く
い
と
黎
っ
て
し
い
知
馨
に
つ
け
、
い
つ
と
も
知

二
、
短
時
易
濯
広
い
面
馨
な
る
こ
と
が
謬
れ
て
嚢
す
．
皇
の
蓼
と
ら
窺
す
隙
髪
忠
に
さ
が
す
よ
う
藻
し
ょ
い
て
も
、
兜
莚
い
人
に
と
っ
て
撃
嘆
蓉
ガ
妻
賢
人
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
菱
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
わ
め
て
効
果
的
な
防
除
法
で
す
と
う
。
ば
ら
ば
ら
に
分
散
し
て
カ
ら
で
す
病
院
へ
出
か
け
る
の
は
お
っ
く
．
フ
な
も
し
ょ
う
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
野
ら
犬
と
な
り
捕
か
く
が
困
難
と
な
る

ツ
　
　
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
た
ず
ら
期
に
は
肉
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
か
い
ち
ゅ
う
、
皮
ふ
病
な
ど
い
ろ
い
ろ

ω
　
に
ガ
ン
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
四
十
万
の
で
す
。
で
す
か
ら
自
寛
症
状
に
気
づ
の
病
気
が
う
つ
り
ま
す
。

　
を
す
ぎ
た
ら
毎
年
一
回
定
期
健
簾
診
断
い
て
か
ら
胃
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
て
も
、
　
　
獅
お
、
最
近
交
通
鍛
が
多
い
の
で
、

　
を
受
け
る
こ
と
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。
　
手
お
く
れ
の
場
合
が
多
い
の
で
ず
。
自
犬
を
喜
ホ
フ
と
し
て
思
わ
ぬ
尋
故
を

　
　
村
で
も
、
五
月
六
、
七
日
二
円
間
に
覚
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
胃
の
健
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
犬
は

　
一
三
五
名
の
か
た
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
康
診
断
を
う
け
る
必
要
は
こ
こ
に
あ
る
必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
定
期
的
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
阜
期
の
で
す
。
国
民
の
す
べ
て
が
ガ
ン
の
正
　
　
◎
犬
を
す
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
犬
や
不
用
に
な
っ
た
犬
を
す
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
諾
防
除
に
対
す
る
蕩
書
く
に
桀
奮
霧
A
。
、
個
々
の
罐
と
と
ら
え
に
く
く
な
り
ま
系
ら
、
こ

す
．
　
　
　
し
て
δ
工
当
り
、
一
回
に
つ
き
の
ち
ょ
、
っ
と
匙
注
募
虫
の
肇
の
覇
を
の
奪
豫
つ
に
す
る
の

三
・
地
ヒ
散
布
で
は
防
除
し
に
く
い
ア
百
円
を
補
助
い
た
し
ま
す
・
　
　
　
　
見
つ
け
巣
の
つ
い
た
枝
葉
を
切
り
と
が
な
に
よ
り
大
切
で
す

ゼ
・
用
水
路
・
農
道
付
近
な
ど
の
防
除
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
焼
費
捨
て
る
だ
け
で
薬
剤
散
布
に
り
本
年
も
発
生
し
被
害
を
生
じ
る
こ
と
、

ア
メ
咳
ガ
シ
ロ
ヒ
ト
サ
を
撲
滅
し
よ
う
　
で
嚢
す
．

アメリカシロ

ヒ
ト
リ
は
小
さ
な
白

い
蛾
の
一
種
で
、
サ
ク
ラ
、
プ
ラ
タ
ナ
て
大
発
生
し
、
被
害
を
う
け
ま
し
た
。
　
ま
す
。
巣
の
中
の
幼
虫
は
最
初
葉
の
表
し
て
く
だ
さ
い
。

スなど

の
街
路
樹
、
墜
く
を
は
じ
め
、
ま
た
現
在
で
は
被
警
地
域
も
関
東
は
も
皮
だ
け
を
残
し
て
食
害
す
る
の
で
、
そ
①
ー
発
生

ク
ワ
、
ナ
シ
な
ど
の
農
作
物
ま
で
手
あ
ち
ろ
ん
北
陸
、
関
西
な
ど
士
ハ
都
府
県
の
葉
だ
け
す
け
て
見
え
ま
す
か
ら
簡
単
　
　
第
一
回
目
の
発
生
（
一
化
期
）

た
り
し
だ
い
に
食
い
荒
ら
す
雑
食
性
の
　
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
　
　
　
五
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で

害
亜
で
す
。
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
集
間
＋
3
士
百
間
だ
け
で
す
か
ら
サ
ク
　
　
第
二
回
目
の
発
生
（
二
化
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り
で
な
ぐ
、
集
団
ど
な
っ
て
家
畜

健
康
相
談
室
の
利
用
を
　
　
嚢
あ
婁
す
の
で
、
不
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
犬
は
す
て
な
い
で
保
健
所
か
役
場
に

広
報
三
十
八
号
で
健
康
相
談
審
開
設
予
防
の
相
談
を
い
た
し
ま
す
か
ら
、
日
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
る
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
従
来
発
生
を
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
左
記
計
常
の
健
康
管
理
等
こ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
豪
っ
た
欝
謬
も
、
羅
も
と
づ
い
て
医
蕩
鷺
い
て
鐘
く
瓢
用
灘
騨
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
幼
虫
は
卵
か
ら
か
委
分
驚
ず
象
ら
禿
延
の
恐
れ
が
室
す
欝
霧
嚢
め
て
箋
の
讐
だ
さ
れ
ま
嘉
－
麟
耀

咋
年
は
、
天
候
な
ど
の
関
係
も
あ
っ
に
か
た
ま
っ
て
糸
を
は
き
巣
を
つ
く
り
か
ら
、
阜
期
発
見
、
阜
期
防
除
を
実
施
康
粗
談
・
母
子
衛
生
の
指
導
、
成
人
病
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
郵
ヨ

　　　　　　　昭和41年（1966）5月20日髭．3

灘化髪融みろ魏満2騰及り

試　小　坂千野
験柴江塩
場　川　井掩原

六
五
〃

四
五
〃

δ
六
〃

五
〇
〃
，

宍
八
〃

二
7

　
二
〃

小
計
五
二
〃

袈
蕎
馨
葦
髭
が
、
い
こ
と
は
い
う
ま
嚢
《
髪
蕪
薙
馨
護
霧
か
つ
御
正
成
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
本
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八
月
上
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で

②
1
防
除

ア
捕
蛾
、
採
卵
、
寄
生
枝
葉
の
勢

除焼

却

イ
　
発
生
樹
木
の
伐
採
、
枝
下
し
、

デ
イ
プ
テ
レ
ヅ
ク
ス
乳
剤

一
、
8
0
～
一
、
五
〇
〇
倍
液

D
D
T
乳
剤

　
　
　
　
　
　
　
幾

　毎
　月

雛
　談婦

　饒

　巖

朧舞
定胎導助
　調’産
　節疾婦
　’病に
　診阜よ
　察期る
　’発

蟹
蘇
嶽

　第

　水

且蜘器

羅
　馨

　藁

　
　
　
　
　
　
医
師
に
よ
る

藩
に
よ
る
膿

蟹
鞭
騰
蜀
に
轄
藪
轟
と
す
る
も
の

｝
・
誘
他
　
｝

　
　
　
三
〇
〇
～
五
〇
〇
倍
液
て
は
＋
分
溢
臆
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
た
し
ま
レ
た
。
工
事
は
樋
春
南
鈴
木
安
　
こ
の
夏
の
最
需
用
期
に
も
、
不
足
は

あ
一
薪
の
念
に
対
す
る
馨
葛
鵡
　
　
　
　
芳
選
成
涯
築
勢
間
、
桑
さ
な
い
崖
で
す
．

は
鑛
的
少
な
い
も
の
で
す
が
、
鱈
巾
　
ア
メ
U
カ
シ
ロ
■
ヒ
下
り
蓬
し
た
　
酬
、
二
五
〇
麿
を
＝
冠
ミ
リ
石
綿
管
　
ま
た
停
璽
隠
に
お
け
る
断
水
も
今
後

に
当
っ
て
は
危
審
防
止
に
注
慮
す
る
こ
　
時
に
ぽ
、
役
塀
か
共
済
、
農
協
に
発
生
に
よ
り
結
合
し
、
北
部
水
源
よ
り
南
部
は
解
消
し
、
常
時
給
水
が
可
能
と
な
り

と
。
特
に
蚕
に
対
し
て
は
蚕
期
中
薬
冨
報
街
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
防
除
に
薬
剤
水
源
の
不
足
水
鼠
を
補
給
丁
る
目
的
の
ま
し
た
。

の
お
そ
れ
も
あ
ξ
の
で
養
鞍
農
家
、
あ
激
布
か
嚢
施
し
た
場
合
は
補
助
を
い
た
工
曝
は
順
調
に
進
み
・
四
月
二
十
日
完
　
ひ
と
暮
に
皆
さ
ま
が
た
の
O
協
力
の

る
い
は
藷
の
誓
で
の
驚
塁
っ
髪
す
．
　
　
剛
　
了
し
、
た
だ
ち
に
萎
霧
い
た
し
た
毫
の
と
・
讐
感
羅
捗
る

南部水道

水
不
足
を
解
消
・

　
　
停
電
時
に
も
給
水
可
能

潔
蛋
、
嚢
に
つ
嚢
果
一
奪
大
霰
鍛
難
護
力
曇
題
ぱ
い
の
六
右
㎜

し
て
は
、
さ
る
露
月
十
穴
日
入
礼
の
結
会
祉
が
落
札
、
一
一
項
ギ
五
臼
餐
工
い
評
ま
廼
上
げ
て
送
水
し
て
お
り
ま
す
．
　
囎

ま
し
た
。
　
　
・
，
　
　
　
　
　
　
　
と
と
も
に
、
次
の
拡
張
工
禦
準
備
の
た

いま

選
購
に
裸
つ
量
蕪
竺
男
鼻
解
と
舅
を
藷
い

、
蓼
書
ヂ
藁
査
奪
い
た
髪
腕
．
　
　
晃

，
常
醇
寂
票
欝
馨
’
、
k
恋
毎
月
2
0
日
は
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
「
防
犯
の
日
」
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
幽

農繁

期
と
と
も
に
、
農
薬
に
よ
る
那
　
　
か
わ
な
い
。

故
が
心
配
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
　
③
1
ぼ
う
し
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
、

厚
生
省
で
は
、
揮
年
五
月
を
“
醍
薬
危
　
　
長
そ
で
の
上
衣
、
長
ぐ
つ
、
ゴ
ム
長

警
防
止
月
間
”
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
　
を
暑
用
し
、
服
装
は
完
金
な
も
の
と

こ
と
L
ほ
、
五
月
十
、
丑
臼
か
ら
六
月
十
　
す
る
。
　
，

●
四
旧
ま
で
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
　
④
ー
風
む
き
を
考
葬
仁
作
業
を
し
、
鷹

　
農
薬
に
よ
る
事
故
は
、
こ
の
と
こ
ろ
　
接
腿
薬
を
頭
や
手
足
に
か
け
な
い
。

年
々
減
少
し
て
い
る
と
は
い
え
、
全
国
⑤
1
た
ば
こ
は
す
わ
な
い
。
食
那
は
よ

的
に
は
ま
だ
千
件
以
上
の
数
字
を
し
め
　
　
く
手
足
を
洗
っ
て
か
ら
す
る
よ
う
に

　
　
　
し
そ
の
う
ち
の
約
八
⑥
ー
長
い
時
間
作
業
を
つ
づ
け
る
こ
と

　
　
問
　
　
割
ほ
ど
の
死
亡
者
を
　
　
を
さ
け
る
こ
と
。

に
朋
轡
て
智
、
お
そ
建
、
隻
後
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら

　
重
防
ろ
し
い
も
の
の
ぢ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

繋
．
畑
雛
盤
罎
蜷
難
ゼ

　
　
、

農薬の取り扱い

　　　　　15日か

故
も
多
く
百
余
件
を

か
ぞ
λ
、
そ
の
原
因

を
み
る
と
、
本
人
の

不
注
意
、
健
康
状
態

の
悪
い
と
き
服
装
が

不
完
全
で
あ
る
た
め

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
運

動
を
機
会
に
、
そ
の
販
り
扱
い
、
作
業

に
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
注
意
す
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

①
ー
身
体
の
悪
い
入
、
手
足
に
傷
の
あ

る
人
、
生
理
日
の
婦
人
、
年
少
者
、

老
人
は
作
業
し
な
い
こ
と
。

②
ー
散
布
作
業
中
も
し
里
擁
を
お
こ
し

た
ら
、
重
い
人
は
一
・
カ
月
、
軽
い
人

で
も
一
週
間
ぐ
ら
い
は
農
薬
を
あ
つ

や
き
す
て
る
よ
う
に
す
る
。

③
手
足
は
よ
く
石
け
ん
で
洗
う
。

④
被
服
は
下
着
ま
で
全
部
と
り
か
え

そ
の
衣
類
は
、
石
け
ん
で
じ
ゅ
う

ぶ
ん
洗
濯
す
る
よ
う
に
。

⑤
標
識
に
便
用
し
た
赤
旗
な
ど
は
敵

布
後
七
日
を
す
ぎ
た
ら
か
な
ら
ず

販
り
は
ず
し
、
焼
き
す
て
る
。

⑥
散
布
後
パ
ロ
チ
オ
ン
お
よ
び
メ
チ

ル
パ
ラ
チ
ォ
ン
、
P
乳
剤
、
P
B

．
粉
剤
は
二
週
間
（
た
だ
し
葉
菜
類

は
＝
搏
蘭
）
、
メ
タ
シ
ス
ト
ヅ
ク

ス
は
散
布
後
四
週
間
、
フ
ッ
y
ー

ル
は
四
週
間
農
作
物
を
採
販
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

⑦
作
業
し
た
そ
の
晩
は
酒
を
の
ま
な

い
よ
う
に
。

　
福
祉
年
金
の
受
給
に

　
　
　
　
　
　
所
得
状
況
の
届
け
出
を

七
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
、
璽
い
身
　
　
七
十
才
に
な
っ
た
ら

体
障
害
者
、
夫
と
死
別
し
た
母
子
塚
庭
　
　
　
必
ず
老
令
福
祉
年
金
の
請
求
を

の
か
た
で
現
在
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
　
老
令
福
祉
年
金
は
、
七
十
才
に
達
し

る
人
は
、
毎
年
役
場
へ
所
得
状
況
を
屈
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
誕
生
日

け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
そ
の
手
続
き
に
役
場

こ
の
所
響
状
況
届
に
は
、
受
給
権
者
の
厚
生
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（年金を

受
け
て
い
る
人
）
、
配
偶
餐
　
　
印
か
ん
と
欝
類
作
成
の
た
め
の
手
数

お
よ
び
扶
養
義
務
特
の
前
年
の
所
得
状
料
二
百
円
程
度
が
必
要
で
す
。

況
を
欝
き
こ
み
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
重
度
の
身
体
障
害
者
は

て
、
こ
と
し
の
五
月
か
ら
来
年
の
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
審
福
祉
銀
金
の
請
求
を

ま
で
の
一
年
間
、
福
祉
犀
金
を
硬
給
す

為
た
ぬ
の
嚢
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
　
身
体
障
害
の
重
い
か
た
、
た
と
．
え
ば

レ
た
が
っ
て
こ
の
届
け
欝
が
出
な
い
と
画
眠
の
視
力
を
た
し
た
も
の
が
○
．
O

権
利
を
矢
な
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
　
八
以
下
の
も
の
、
両
耳
の
聴
力
を
失
っ

と
く
に
こ
と
し
は
、
法
律
の
改
正
に
た
も
の
、
片
手
あ
．
る
い
は
片
足
を
切
断

よ
っ
て
或
給
金
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
ま
た
は
機
能
を
失
っ
た
も
の
、
脳
出
皿

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
な
ど
の
た
め
歩
行
困
難
な
も
の
、
等
の

れ
る
か
た
が
た
は
、
五
月
支
給
分
を
受
障
審
の
あ
る
か
た
で
ま
だ
障
警
年
金
を

け
ま
し
た
ら
、
指
定
さ
れ
た
日
に
年
金
受
け
て
お
ら
れ
な
い
か
た
は
、
役
場
の

証
轡
を
添
え
て
届
け
田
て
く
だ
さ
い
。
　
厚
生
課
ま
で
む
運
絡
く
だ
さ
い
。




